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2022 年 1 月 24 日

【
う
ら
へ
続
く
】

内
部
留
保
の
２
・
８
％
で

月
２
万
５
千
円
の
賃
上
げ
が
可
能

　
　
　
　
　
　
　
労
働
総
研
が
春
闘
提
言

　

労
働
運
動
総
合
研
究
所

は
13
日
、「
２
０
２
２
春
闘

提
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

提
言
は
、
主
要
先
進
国

の
な
か
で
日
本
だ
け
が
20

年
間
、
実
質
賃
金
が
上
が

ら
ず
、
長
期
不
況
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。

企
業
の
内
部
留
保
は

２
０
２
０
年
度
末
時
点
で

７
０
４
・
３
兆
円
も
積
み

上
が
っ
て
お
り
、
月
２
万

５
千
円
の
賃
上
げ
は
内
部

留
保
の
２
・
８
％
、
時
給

１
５
０
０
円
は
２
・
98
％
、

働
く
ル
ー
ル
確
立
（
不
払

い
労
働
根
絶
、
年
休
完
全

取
得
、
週
休
２
日
制
の
完

全
実
施
）
も
２
・
14
％
で

可
能
だ
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。

　

提
言
は
、「
賃
上
げ
・
労

働
条
件
の
改
善
は
企
業
の

負
担
増
に
な
る
が
、
や
が

て
生
産
増
、
販
売
増
と
し

て
経
営
に
跳
ね
返
っ
て
く

る
」と
指
摘
。「
内
部
留
保

の
ご
く
一
部
を
活
用
す
る

だ
け
で
賃
金
・
労
働
条
件

を
抜
本
的
に
改
善
し
、
日

本
経
済
を
新
た
な
成
長
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
」
と
強
調
し
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
19
日
、政
府
が
13
都
県
に

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

の
適
用
を
決
め
た
。
期
間

は
21
日
か
ら
２
月
13
日

だ
」「
尾
身
会
長
が
人
流
抑

制
よ
り
人
数
抑
制
と
述
べ
、

小
池
都
知
事
は
人
流
抑
制

と
発
言
し
た
。混
乱
す
る
」

「
20
日
、国
内
の
感
染
者
数

が
累
計
で
２
０
０
万
人
を

超
え
た
」「
21
日
、東
京
は

９
６
９
９
人
と
３
日
連
続

で
過
去
最
高
を
記
録
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
の
一
部
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
移
動
。「
昨
年

７
月
に
設
立
さ
れ
た
組
織

を
４
月
以
降
順
次
品
川
の

新
拠
点
に
集
約
す
る
」「
社

員
の
要
望
を
十
分
尊
重
し

て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

  

日
本
共
産
党
繰
り
返
し
抗
議

　

北
朝
鮮
は
17
日
弾
道
ミ

サ
イ
ル
２
発
を
発
射
、
今

年
に
入
っ
て
４
度
目
で
す
。

　

国
連
安
保
理
決
議
を
無

視
し
続
け
る
北
朝
鮮
に
対

し
て
、
日
本
共
産
党
は
繰

り
返
し
強
く
抗
議
し
て
い

ま
す
。
核
兵
器
開
発
と
結

び
つ
い
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
は
断
じ
て
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

岸
田
政
権

国
立
大
運
営
費
交
付
金
の
傾
斜

配
分
拡
大

　
　
大
学
弱
体
化
の
批
判
に
背

　

国
立
大
学
法
人
運
営
費

交
付
金
は
２
０
２
２
年
度

予
算
案
で
１
兆
７
８
６
億

円
。
政
府
は
16
年
度
に
多

く
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

傾
斜
配
分
枠
の
仕
組
み
を

導
入
し
ま
し
た
が
、
岸
田

政
権
は
そ
の
配
分
比
率
を
、

21
年
度
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
20
％
か
ら
、
22
年
度

は
25
％
へ
、
旧
帝
大
な
ど

か
ら
な
る
指
定
国
立
大
学

は
同
30
％
へ
拡
大
し
よ
う

つ
く
る
国
立
大
学
協
会
は

昨
年
６
月
、
交
付
金
の
傾

斜
配
分
で
文
科
省
が
策
定

し
た
共
通
指
標
の
評
価
を

上
げ
る
競
争
に
国
立
大
学

を
駆
り
立
て
る
仕
組
み
は

「
各
大
学
の
多
様
な
特
色

が
損
な
わ
れ
る
危
険
性
が

高
く
な
り
、
そ
の
こ
と
が

国
立
大
学
総
体
の
弱
体
化

を
招
く
」
と
す
る
提
言
を

発
表
し
ま
し
た
。
首
相
は

多
く
の
国
立
大
学
関
係
者

の
批
判
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
る
べ
き
で
す
。 カーボンバジェット：バジェットは予算。気温上昇をあるレ

ベルまでに抑えようとする場合、温室効果ガスの累積排出量

の上限が決まること。

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
立
大
学
の
学
長
ら
で

2020 年初頭からの残余の
カーボンバジェット（億㌧）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

ト
ン
ガ
諸
島
の
海
底
火

山
の
大
規
模
噴
火
で
津
波
。

「
16
日
未
明
、日
本
沿
岸
部

の
各
地
に
津
波
警
報
、
注

意
報
が
出
た
」「
四
国
の
漁

港
で
は
係
留
中
の
漁
船
が

転
覆
、
沈
没
す
る
被
害
が

出
た
」「
気
象
庁
は
当
初
影

響
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
の
会
見
で
津
波
警

報
が
出
さ
れ
た
」「
専
門
家

は
空
振
に
よ
る
気
圧
の
変

化
の
影
響
も
指
摘
し
て
い

る
」「
ト
ン
ガ
諸
島
は
通
信

が
途
絶
え
て
、
数
日
間
被

害
状
況
が
つ
か
め
な
か
っ

た
」「
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
損

傷
し
た
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

今
年
の
ス
ギ
花
粉
予
測

（
20
日
）。「
東
京
の
飛
び
始

め
は
、
例
年
並
み
の
２
月

11
日
頃
で
昨
年
よ
り
多
い

と
の
こ
と
」「
暖
か
く
な
る

の
は
歓
迎
だ
が
花
粉
の
時

期
は
辛
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
軍
の
日
本
へ
の
入
国

は
、
日
本
の
国
内
法
に
よ

ら
ず
フ
リ
ー
パ
ス
で
す
。

  

検
疫
に
関
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
米
豪
地

米軍コロナ検査
日本での「フリーパス」は
世界の中で異常

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
っ
て
何
？

  
相
手
国
を
「
殲せ

ん
め
つ滅

」
す
る
「
打
撃
力
」

　
　「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
許
せ
な
い

　
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」の

保
有
に
前
の
め
り
な
岸
田

政
権
、
私
た
ち
に
何
を
も

た
ら
す
で
し
ょ
う
か
。

　

安
倍
元
首
相
は
昨
年
11

月
、
日
本
協
議
会
・
日
青

協
の
大
会
で
講
演
。
そ
の

な
か
で
「
敵
基
地
攻
撃
能

位
協
定
で
国
内
法
を
「
順

守
す
る
」
と
明
記
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
も
、
米
比
訪
問
軍

協
定
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
当

局
が
要
求
し
た
場
合
、
米

軍
は
検
疫
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
ド
イ
ツ
で
は
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
軍
地
位
補
足
協
定
に
、

伝
染
病
の
予
防
・
駆
除
で

国
内
法
の
適
用
規
定
が
あ

り
、
イ
タ
リ
ア
で
も
公
衆

衛
生
に
関
し
て
イ
タ
リ
ア

の
司
令
官
が
介
入
す
る
規

定
が
あ
り
ま
す
。

  

一
方
、
日
米
地
位
協
定

は
第
９
条
で
、
米
軍
は
出

入
国
管
理
に
関
す
る
国
内

法
の
「
適
用
か
ら
除
外
さ

れ
る
」
と
明
記
。
さ
ら
に

１
９
９
６
年
に
は
、
検
疫

は
米
軍
が「
責
仕
を
負
う
」

と
明
記
し
、
日
本
の
当
局

は
関
与
し
な
い
こ
と
が
合

意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
米
兵
が
沖
縄
な
ど
各

地
で
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

感
染
を
基
地
外
に
広
げ
る

と
い
う
ず
さ
ん
な
結
果
を

招
き
ま
し
た
。

　

日
本
が
ま
と
も
な
主
権

国
家
な
ら
、
せ
め
て
他
の

米
同
盟
国
な
み
に
地
位
協

定
の
改
定
を
迫
る
べ
き
で

す
。

力
」
と
い
う
言
葉
は
「
あ

ま
り
適
切
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
し
、
同
能

力
は
「
敵
基
地
だ
け
に
限

定
せ
ず
、『
抑
止
力
』
と
し

て
打
撃
力
を
持
つ
と
い
う

こ
と
」
だ
と
強
調
。
さ
ら

に
「
米
国
の
場
合
は
、
ミ

サ
イ
ル
防
衛
に
よ
っ
て
米

国
本
土
は
守
る
け
れ
ど
も
、

一
方
で
反
撃
能
力
に
よ
っ

て
相
手
を
殲
滅
し
ま
す
。

こ
の
後
者
こ
そ
が
抑
止
力

な
の
で
す
」
と
述
べ
ま
し

た
（『
祖
国
と
青
年
』

２
０
２
２
年
１
月
号
）。

　

あ
け
す
け
な
安
倍
氏
の

発
言
が
意
味
す
る
の
は
、

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
は
、

相
手
国
を
殲
滅
す
る
打
撃

力
を
も
つ
こ
と
で
、
一
旦

発
動
さ
れ
れ
ば
相
手
国
を

殲
滅
す
る
全
面
戦
争
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
日

本
に
戦
火
を
呼
び
込
む
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

岸
田
政
権
は
、
安
倍
元

首
相
の
「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
」
を
引
き
継
ぎ
、
突

き
進
も
う
と
す
る
も
の
で

絶
対
許
せ
ま
せ
ん
。

　

お
年
玉
付
き
年
賀
は
が

き
の
当
選
番
号
が
決
ま
る

（
16
日
）。「
息
子
が
今
年
は

４
年
ぶ
り
に
３
等
の
お
年

玉
切
手
シ
ー
ト
が
あ
た
っ

た
と
喜
ん
で
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
20
日
の
大
寒
は
暦
通

り
の
寒
い
一
日
だ
っ
た
」

「
東
京
都
心
で
は
最
低
気

温
マ
イ
ナ
ス
１
・
０
℃
を

観
測
。
東
京
で
大
寒
の
日

に
０
℃
未
満
を
観
測
す
る

の
は
１
９
９
８
年
以
来
24

年
ぶ
り
と
の
こ
と
」

核兵器禁止条約
モンゴル、ギニアビサウ、ペルー
が批准

　

今
年
３
月
の
締
約
国
会

議
を
前
に
昨
年
12
月
、
モ

ン
ゴ
ル
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ

（
西
ア
フ
リ
カ
）、
ペ
ル
ー

が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
批
准
国
数
は
合
計
59

カ
国
に
な
り
ま
し
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
は
１
９
９
２

年
、
自
国
領
域
を
非
核
地

帯
と
す
る
こ
と
を
宣
言
、

２
０
１
２
年
米
英
仏
中
ロ

の
核
兵
器
国
と
こ
の
地
位

を
尊
重
す
る
共
同
宣
言
に

署
名
し
て
い
ま
し
た
。
ギ

ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
外
相
は
、

批
准
は
「
核
兵
器
の
な
い

世
界
に
向
け
た
揺
る
ぎ
な

い
賛
同
」
を
示
す
も
の
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

ペ
ル
ー
外
務
省
は
「
国

際
人
権
法
や
国
際
人
道
法

の
義
務
の
責
任
あ
る
遂

行
」
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。

コンクリート構造物を非破壊検査

　理研などがシステム開発

　

部
材
を
挟
む
こ
と
を
せ

ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材

の
劣
化
を
非
破
壊
で
画
像

化
・
定
量
評
価
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
と
、

こ
の
ほ
ど
理
化
学
研
究
所

な
ど
の
研
究
チ
ー
ム
が
発

表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
は
、
高
速
中

性
子
ビ
ー
ム
を
部
材
に
照

射
し
、
散
乱
さ
れ
て
戻
っ

て
き
た
中
性
子
の
２
次
元

分
布
や
伝
播
時
間
を
検
出

器
で
計
測
す
る
こ
と
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
水
分

や
空
洞
の
分
布
を
測
定
し

ま
す
。
今
後
、
ト
ラ
ッ
ク

に
搭
載
可
能
な
小
型
の
計

測
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば
、

道
路
な
ど
の
構
造
物
を
破

壊
せ
ず
に
定
期
診
断
が
可

能
と
言
い
ま
す
。


